
   広 島市 遊泳 用プ ール の衛 生等 に関 する 指導 要綱  

 

 （ 目的 ）  

第１ 条 この 要綱 は， 多数 人が 利用 する 遊泳 用の プー ル（ 学校 保健 法に 基

づき 設置 され る学 校の 水泳 プー ル及 び国 の機 関等 にお ける 訓練 用プ ール

等を 除く ）に 関し ，届 出の 規定 ，水 質基 準， 施設 基準 ，維 持管 理基 準等

を定 める こと によ り， 利用 者の 衛生 及び 安全 の確 保を 図る こと を目 的と

する 。  

 

 （ 定義 ）  

第２ 条 この 要綱 にお いて「 遊泳 用プ ール 」とは,貯水 槽 を設 け多 数人 に遊

泳さ せる 施設 であ って, 容 量が １０ ０立 方メ ート ル以 上の もの をい う。  

２ この 要綱 にお いて「 小規 模プ ール 」と は,貯水 槽を 設 け多 数人 に遊 泳さ

せる 施設 であ って, 容量 が１ ００ 立方 メー トル 未満 のも のを いう 。  

３ この 要綱 にお いて 「管 理責 任者 」と は， プー ルに つい て管 理上 の権 限

を行 使し ，関 与す る全 ての 従事 者を 総括 して ，プ ール にお ける 安全 で衛

生的 な管 理及 び運 営に あた る者 をい う。  

４ この 要綱 にお いて 「衛 生管 理者 」と は， プー ルの 衛生 及び 管理 の実 務

を担 当し ，水 質に 関す る基 本的 知識 ，プ ール 水の 浄化 消毒 につ いて の知

識等 を有 し，プ ール 管理 のた めの 施設 の維 持，水 質浄 化装 置の 運転 管理 ，

その 他施 設の 日常 の衛 生管 理に あた る者 をい う。  

５ この 要綱 にお いて 「監 視員 」と は， プー ル利 用者 が安 全に 利用 でき る

よう ，プ ール 利用 者の 監視 及び 指導 等を 行う とと もに ，事 故等 の発 生時



にお ける 救助 活動 を行 う者 をい う。  

６ この 要綱 にお いて 「救 護員 」と は， プー ル施 設内 で傷 病者 が発 生し た

場合 に応 急救 護に あた る者 であ って,公的 な機 関や 公益 法人 等が 実施 す

る救 急救 護訓 練を 受け た者 をい う。  

 

 （ 設置 等の 届出 ）  

第３ 条 遊泳 用プ ール を設 置し よう とす る者 は， あら かじ め所 定の 届出 書

に次 に掲 げる 書類 を添 付し て， 保健 所長 に届 出な けれ ばな らな い。  

 ⑴  付 近見 取図  

 ⑵  遊 泳用 プー ルに 係る 施設 の配 置図 及び 平面 図  

 ⑶  給 水及 び排 水設 備の 系統 図  

 ⑷  遊 泳用 プー ル本 体の 断面 図及 び平 面詳 細図  

 ⑸  消 毒設 備及 び浄 化設 備の 詳細 図  

 ⑹  排 （環 ）水 口の 詳細 図  

 ⑺  そ の他 保健 所長 が必 要と 認め る書 類  

２ 前項 の規 定に よる 届出 をし た者（ 以下，「遊 泳用 プー ル設 置者」とい う。）

は， 同項 の規 定に より 届け 出た 事項 を変 更し たと きは ，速 やか に所 定の

変更 届を 保健 所長 に提 出し なけ れば なら ない 。  

３ 第１ 項の 規定 によ る届 出を した 遊泳 用プ ール に関 し， 遊泳 用プ ール 設

置者 の地 位を 承継 した 者は ，遅 滞な く， その 旨を 保健 所長 に届 出な けれ

ばな らな い。  

４ 遊泳 用プ ール 設置 者は ，遊 泳用 プー ルを 廃止 した とき は， 速や かに 所

定の 廃止 届を 保健 所長 に提 出し なけ れば なら ない 。  



 

 （ 施設 基準 ）  

第４ 条 遊泳 用プ ール に係 る施 設基 準は 別表 １の とお りと する 。  

２ 遊泳 用プ ール を設 置し よう とす る者 は， 別表 １に 定め る施 設基 準に 従

って プー ルを 設置 しな けれ ばな らな い。  

 

 （ 水質 及び 維持 管理 の基 準）  

第５ 条 遊泳 用プ ール の水 質基 準は 別表 ２， 施設 の維 持管 理基 準は 別表 ３

のと おり とす る。  

２ 遊泳 用プ ール 設置 者は ，別 表３ に定 める 施設 の維 持管 理基 準に 従っ て

プー ルを 管理 しな けれ ばな らな い。  

 

 （ 管理 体制 の整 備）  

第６ 条 遊泳 用プ ール 設置 者は ，管 理責 任者 及び 衛生 管理 者を 選任 しな け

れば なら ない 。た だし ，プ ール の規 模等 の実 情に 応じ ，管 理責 任者 と衛

生管 理者 とを 同一 の者 が兼 ねる こと とし ても 差し 支え ない 。  

２ 遊泳 用プ ール 設置 者は ，適 切か つ円 滑な 安全 管理 のた めに ，管 理責 任

者， 衛生 管理 者， 監視 員及 び救 護員 から なる 管理 体制 を整 えな けれ ばな

らな い。  

３ 遊泳 用プ ール 設置 者は ，管 理業 務を 委託 （請 負も 含む ）す る場 合， プ

ール 使用 期間 前の 点検 作業 に立 ち合 い， 使用 期間 中の 業務 の履 行状 況の

検査 等，受 託者（請 負者 を含 む ）の 管理 業務 の適 正な 執行 につ いて 確認 ・

監督 しな けれ ばな らな い。  



４ 遊泳 用プ ール 設置 者は ，業 務内 容や 緊急 時の 連絡 先， 搬送 方法 ，連 携

する 医療 機関 等を 定め た管 理マ ニュ アル を整 備し ，安 全管 理に 携わ る全

ての 従事 者に 周知 徹底 を図 らね ばな らな い。  

５ 遊泳 用プ ール 設置 者及 びプ ール 管理 業務 の受 託者（ 請負 者を 含む）は ，

安全 管理 に携 わる 全て の従 事者 に対 し，プ ール の構 造設 備及 び維 持管 理，

事故 防止 対策 ，事 故発 生等 緊急 時の 措置 と救 護等 に関 し， 就業 前に 十分

な教 育及 び訓 練を 行わ なけ れば なら ない 。  

 

 （ 利用 の管 理）  

第７ 条 遊泳 を通 じて 人か ら人 に感 染さ せる おそ れの ある 感染 症に かか っ

てい る者 ，泥 酔者 及び 他の 利用 者に 迷惑 を及 ぼす おそ れが ある こと が明

らか であ る者 には ，遊 泳を させ ない よう にし なけ れば なら ない 。ま た，

単独 でプ ール の利 用が 困難 な者 には 付添 者を 求め なけ れば なら ない 。  

２ 水質 の維 持管 理等 の参 考と する ため ，利 用者 数を 常に 把握 しな けれ ば

なら ない 。  

３ 遊泳 前に シャ ワー 等に よる 身体 の洗 浄を 十分 に行 わせ なけ れば なら な

い。 また ，排 便等 によ りプ ール サイ ドを 離れ た場 合も 同様 とし なけ れば

なら ない 。  

４ 唾液 やた んを 遊泳 中に 処理 する ため のオ ーバ ーフ ロー 溝を 設け てい る

場合 を除 き， オー バー フロ ー水 にだ 液や たん を吐 かせ ない よう にし なけ

れば なら ない 。  

５ 他の 利用 者に 危害 を及 ぼし ，又 はプ ール を汚 染す るお それ のあ るも の

をプ ール に持 ち込 ませ ない よう にし なけ れば なら ない 。な お， 飲食 物等



をプ ール サイ ドへ 持ち 込む 場合 には ，プ ール を汚 染し ない よう にさ せな

けれ ばな らな い。  

６ 遊泳 者等 の衣 類及 び携 帯物 が安 全か つ衛 生的 に保 管で きる よう 留意 し

なけ れば なら ない 。  

７ 水着 その 他直 接肌 に接 する もの で遊 泳者 に貸 与す るも のは ，あ らか じ

め消 毒し ，清 潔に して おか なけ れば なら ない 。ま た， 不特 定多 数の 者が

使用 する もの につ いて も， 必要 な衛 生的 管理 を行 わな けれ ばな らな い。  

８ プー ル管 理日 誌を 作成 し， 使用 時間 ，気 温又 は室 温， 水温 ，新 規補 給

水量 ，水 質検 査結 果， 設備 の点 検及 び整 備の 状況 ，利 用者 数， 事故 の状

況等 を記 録し ，こ れを ３年 以上 保管 しな けれ ばな らな い。  

 

 （ 緊急 時へ の対 応）  

第８ 条 プー ルに 起因 する 疾病 等が 発生 した 場合 は， 直ち に保 健所 に通 報

し， その 指示 に従 わな けれ ばな らな い。 また ，事 故発 生時 には 直ち に関

係機 関に 通報 する とと もに 速や かに 保健 所に 報告 しな けれ ばな らな い。  

２ 施設 の異 常や 事故 を発 見， 察知 した とき の緊 急対 応の 内容 及び 連絡 体

制を 整備 する とと もに ，安 全管 理に 携わ る全 ての 従事 者に 周知 徹底 して

おか なけ れば なら ない 。  

  施設 の異 常が 発見 され た場 合は ，危 険箇 所に 遊泳 者を 近づ けな いよ う

直ち に措 置す ると とも に， プー ルの 使用 を中 断し て当 該箇 所の 修理 を行

い，修 理が 完了 する まで プー ルを 使用 しな いよ うに しな けれ ばな らな い。

特に 排（ 環） 水口 の異 常が 発見 され た場 合は ，循 環ま たは 起流 ポン プを

停止 しな けれ ばな らな い。  



  人身 事故 が起 きた 場合 は，傷 病 者 の救 助・救 護を 迅 速 に行 うと とも に，

速や かに 消防 等の 関係 機関 及び 関係 者に 連絡 しな けれ ばな らな い。  

 

 （ 小規 模な プー ルの 維持 管理 等）  

第９ 条 小規 模プ ール の設 置者 は,第 ４条 から 第８ 条の 規定 に準 じ,プ ール

の設 置及 び維 持管 理等 をす るよ うに 努め なけ れば なら ない 。  

 

 （ 調査 ，指 導及 び勧 告等 ）  

第１ ０条  保 健所 長は ，遊 泳用 プー ルの 衛生 を確 保す るた め必 要と 認め た

とき は， 調査 ，指 導及 び勧 告等 を行 うも のと する 。  

 

   附   則  

 １  こ の要 綱は ，平 成２ １年 ３月 １０ 日か ら施 行す る。  

 ２  「 遊泳 用プ ール 等の 衛生 管理 に関 する 指導 要綱 （平 成４ 年７ 月１ 日

制定）」は ，こ の要 綱の 施行 日を もっ て廃 止す る。  

 ３  こ の要 綱の 施行 の際 現に 改正 前の 遊泳 用プ ール 等の 衛生 管理 に関 す

る 指 導 要 綱 第 ４ 条 の 規 定 に よ り 届 出 を 行 っ た 遊 泳 用 プ ー ル に つ い て

は， 改正 後の 広島 市遊 泳用 プー ルの 衛生 に関 する 指導 要綱 第３ 条の 規

定に かか わら ず， なお 従前 の例 によ る。  



別表 １ 施設 基準 （第 ４条 関係 ）  

１ プー ル設 備  

 ⑴  プ ール 本体 につ いて  

   不 浸透 性材 料を 用い ，給 排水 及 び清 掃が 容易 にで き，かつ ，周 囲

から 汚水 が流 入し ない 構造 設備 とす るこ と 。ま た，プ ー ル本 体の 規

模に 応じ て， 適当 数の 水深 表示 を行 うこ と。  

 ⑵  プ ール サイ ド及 び通 路等  

  ア プー ルサ イド 及び 通路 等は ，プー ル本 体の 大き さ ，利 用者 等を

考慮 して ，十 分な 広さ を有 する こと 。  

  イ プー ルサ イド の舗 装材 の選 定に あた って は，水 に濡 れた 状態 で

も滑 りに くい 素材 とし，素足 で歩 くこ とか ら粗 い表 面の もの は避

ける こと 。  

  ウ プー ルサ イド 等に 担架 等の 救命 具を 備え ，必 要 な場 合に 直ち に

使用 でき るよ うに して おく こと 。  

 ⑶  給 水設 備  

   給 水管 が飲 料水 の配 管と 同系 統の 場合 は，プー ル 水の 逆流 防止 の

ため ，吐 水口 空間 を 設け る等 の措 置を 講ず るこ と。また ，常に 新規

補給 水量 及び 時間 当た り循 環水 量を 把握 でき るよ う，専 用の 量水 器

等を 設け るこ と。  

 ⑷  排 （環 ）水 口  

   排（環 ）水口 の蓋 等を ネジ ，ボ ルト 等で 固定 させ ると とも に，配

管の 取り 付け 口に は吸 い込 み防 止金 具等 を設 置す る等 ，二重 構造 の



安全 対策 を施 すこ と。た だし，排（環 ）水口 が多 数あ り，かつ １つ

の排（環）水 口に か かる 吸水 圧が 弱く ，１つ を利 用者 の身 体で 塞い

だと して も ，吸 い込 みや 吸い 付き を起 こさ ない こと（ 幼児 であ って

も確 実か つ容 易に 離れ るこ とが でき るこ と） が明 らか であ る施 設

等，構 造上 吸い 込み・吸 い 付き 事故 発生 の危 険性 がな い施 設に 関し

ては この 限り では ない 。  

   な お，排（ 環 ）水口 の蓋 等，そ れ らを 固定 して いる ネジ，ボル ト

等は ，接 触に よる けが を防 止で きる 仕様 とし ，蓋 等の 穴や 隙間 は，

子ど もが 手足 を引 き込 まれ ない よう な大 きさ とす る等 ，材 料の 形

状， 寸法 ，材 質， 工法 等に つい て十 分に 配慮 する こと 。  

 ⑸  消 毒設 備  

  ア プー ル水 の消 毒は ，原 則と し て塩 素又 は塩 素剤 等の 消毒 剤の 連

続注 入に よる もの とし，かつ ，プ ール 水中 の遊 離残 留塩 素濃 度（二

酸化 塩素 を消 毒に 用い る場 合は 二酸 化塩 素濃 度。以下 同 じ。）が

均一 にな るよ うに ，注 入口 数及 び注 入位 置を 調整 する とと もに，

有効 な消 毒効 果が 得ら れる よう な設 備を 設け るこ と 。な お，液体

塩素 等の 消毒 剤を 安全 に保 管で き ，か つ，これ に よる 危害 の発 生

を防 止で きる 構造 設備 とす るこ と。  

  イ 二酸 化塩 素を 消毒 に用 いる 場合 は，プー ルの 敷 地内 に設 置さ れ

た装 置か ら発 生す る二 酸化 塩素 を連 続注 入す る方 式の もの を使

用す るこ と。  

  ウ オゾ ン発 生装 置に つい ては ，オゾ ン注 入位 置が ろ過 器又 は活 性



炭吸 着装 置の 前に ある 方式 のも のを 使用 する こと 。  

 ⑹  浄 化設 備  

   循 環ろ 過方 式等 の浄 化設 備を 設け ると とも に，利 用者 のピ ーク 時

にお いて も浄 化の 目的 が達 せら れる よう に ，随 時，浄 化 能力 を確 認

する こと 。なお ，取 水口 等は でき るだ けプ ール 水の 水質 が均 一に な

るよ うな 位置 に設 ける こと 。  

  ア 循環 ろ過 装置 の処 理水 量は ，計画 遊泳 者数 ，用途 等に 応じ て決

定し，１時 間に つき プー ル本 体の 水の 容量 に循 環水 量を 加え た全

容量 の６ 分の １以 上を 処理 する 能力 を有 する こと 。ま た， 夜間，

浄化 設備 を停 止す るプ ール にあ って は，１ 時間 につ き４ 分の １以

上を 処理 する 能力 を有 する こと 。  

  イ 循環 ろ過 装置 の処 理水 質は ，その 出口 にお ける 濁度 が，０．５

度以 下で ある こと （０ ．１ 度以 下が 望ま しい こと 。)。 また ，循

環ろ 過装 置の 出口 に検 査の ため の採 水栓 又は 測定 装置 を設 ける

こと 。  

 ⑺  オ ーバ ーフ ロー 水再 利用 設備  

   オ ーバ ーフ ロー 水を 再利 用す る場 合は ，オ ーバ ーフ ロー 水に 排

水，床 洗浄 水等 の汚 水が 混入 しな い構 造と する こと 。唾液 やた んを

処理 する ため のオ ーバ ーフ ロー 溝を 設け てい る場 合で あっ て，オ ー

バー フロ ー水 を再 利用 する とき は，当 該オ ーバ ーフ ロー 水の 循環 系

統内 に十 分な 能力 を有 する 専用 の浄 化設 備を 設け るこ と。  

 ⑻  適 用除 外  



   海 水又 は温 泉水 を原 水と して 利用 する プー ルで あっ て，常時 清浄

な用 水が 流入 し清 浄度 を保 つこ とが でき る構 造で ある 場合 は，⑸ 及

び⑹ に掲 げる 基準 の一 部を 適用 しな くて も差 し支 えな いこ と。  

 

２ 付帯 設備  

 ⑴  更 衣室  

   男 女を 区別 し， 双方 及び 外部 から 見透 かせ ない 構造 とす るほ か，

利用 者の 衣類 等を 安全 かつ 衛生 的に 保管 でき る設 備を 設け るこ と。 

 ⑵  シ ャワ ー設 備  

   更 衣室 及び 便所 から プー ル本 体に 至る 途中 に設 置し，通 過式 洗浄

設備 とす る等 によ りプ ール の利 用者 が遊 泳前 に洗 浄で き，か つ，容

易に 排水 がで きる 構造 設備 とす るこ と。 また ，洗 浄 に 使用 した シ

ャワ ー水 は ，原 則と して ，プー ル水 とし て再 利用 する 構造 とし ない

こと 。  

 ⑶  便 所  

   男 女別 に利 用者 数に 応じ た十 分な 数を 設置 する こと。床 には 不浸

透性 材料 を用 い，かつ ，水 洗式 の構 造設 備と する こと 。ま た ，衛 生

的管 理が 容易 に行 える 構造 設備 とし ，専 用の 手洗 いを 設け るこ と。 

 ⑷  う がい 設備 並び に洗 面設 備， 洗眼 設備 及び 上が り用 シャ ワー  

   プ ール サイ ドに ，うが いが でき ，遊泳 者が 唾液 やた んを 吐く ため

の設 備を 設け るこ と。また，洗 面・洗 眼で きる 設備 及び 遊泳 者が 衛

生的 に使 用で きる 上が りシ ャワ ーを 設け るこ と 。こ れら は，衛 生的



な管 理が でき ，か つ ，衛 生的 に使 用で き る設 備と する とと もに ，遊

泳者 及び 遊泳 終了 者の 利用 に便 利な 位置 に必 要数 を設 置す るこ と。

また ，飲 用に 適す る水 が供 給さ れる もの であ るこ と。  

 ⑸  く ずか ご  

   適 当な 場所 に十 分な 数を 備え るこ と。  

 ⑹  照 明設 備  

   屋 内プ ール 又は 夜間 使用 する 屋外 プー ルに あっ ては，水 面及 びプ

ール サイ ドの 照度 が１ ００ ルク ス以 上に なる よう な照 明設 備を 設

ける こと 。た だし ，水 中照 明を 設け たり ，出 入口 や水 深等 の表 示，

付帯 設備 が見 える よう にす る等 プー ル内 及び プー ルサ イド の管 理

が十 分で きる よう に講 じら れて いる 場合 は，水 面又 は プ ール サイ ド

の照 度が １０ ０ル クス 未満 とな って も差 し支 えな いこ と。  

 ⑺  換 気設 備  

   屋 内プ ール にあ って は ，二 酸化 炭素 の含 有率 を０ ．１％ 以下 に維

持で きる 能力 を有 する 換気 のた めの 設備 を設 ける こと 。また ，効果

的な 換気 がで きる よう，吸気 の取 入 口 及び 排気 口の 位置 につ いて も

適切 な配 慮を する こと 。  

 ⑻  消 毒剤 等保 管管 理設 備  

   プ ール の維 持管 理に 用い る消 毒剤 や測 定機 器等 必要 な資 材を 適

切に 保管 管理 する ため の設 備を 設け るこ と。施 錠可 能 な 設備 が望 ま

しい 。  

 ⑼  採 暖室 及び 採暖 槽  



   採 暖室 及び 採暖 槽を 設け る場 合は ，衛 生的 な管 理が でき ，か つ，

衛生 的に 使用 でき る構 造設 備と する こと 。  

 ⑽  放 送設 備等  

   プ ール を安 全に 管理 する ため ，プー ル利 用者 に対 する 危険 発生 等

を周 知さ せる ため の手 段を 確保 する こと 。 

 

別表 ２ 水質 基準 （第 ５条 関係 ）  

１ 水質 基準  

 ⑴  水 素イ オン 濃度 は，pH値 ５． ８以 上８ ．６ 以下 であ るこ と。  

 ⑵  濁 度は ，２ 度以 下で ある こと 。  

 ⑶  過 マン ガン 酸カ リウ ム消 費量 は， １２mg/L以下 であ るこ と。  

 ⑷  遊 離残 留塩 素濃 度は，０．４ mg/L以 上で ある こと 。また，１．０

mg/L以下 であ るこ とが 望ま しい 。  

 ⑸  塩 素消 毒に 代え て二 酸化 塩素 によ り消 毒を 行う 場合 には ，二 酸化

塩素 濃度 は０ ．１ mg/L以 上０ ．４mg/L以下 であ るこ と。また ，亜 塩

素酸 濃度 は１ ．２mg/L以 下で ある こと 。  

 ⑹  大 腸菌 は， 検出 され ない こと 。  

 ⑺  一 般細 菌は ，２ ００CFU/mL以 下で ある こと 。  

 ⑻  総 トリ ハロ メタ ンは ，暫定 目標 値と して おお むね ０ ．２mg/L以下

が望 まし い。  

 

２ 水質 基準 に係 る検 査方 法  



 ⑴  水 素イ オン 濃度 ，濁 度，過マ ン ガン 酸カ リウ ム消 費量 ，一 般細 菌

及び 総ト リハ ロメ タン の測 定は ，水質 基準 に関 する 省令（ 平成 １５

年厚 生労 働省 令第 １０ １号）に定 め る 検査 方法 若し くは 上水 試験 方

法（ 日 本水 道協 会編 ）又 は これ らと 同等 以上 の精 度を 有す る検 査方

法に よる こと 。  

 ⑵  遊 離残 留塩 素濃 度， 二酸 化塩 素濃 度及 び亜 塩素 酸濃 度の 測定 は，

ジエ チル-p-フ ェニ レン ジア ミン 法（ ＤＰ Ｄ法 ）又 はこ れと 同等 以

上の 精度 を有 する 検査 方法 によ るこ と。  

 ⑶  大 腸菌 の測 定は，水 質基 準に 関 する 省令 に定 める 検査 方法 によ る

こと 。  

 

３ その 他  

 ⑴  オ ゾン 処理 又は 紫外 線処 理を 塩素 消毒 に併 用す る場 合に も，１の

⑴か ら⑷ まで 及び ⑹か ら⑻ まで に定 める 基準 を適 用す るも ので あ

るこ と。  

 ⑵  海 水又 は温 泉水 を原 水と して 使用 する プー ルで あっ て，常時 清浄

な用 水が 流入 し清 浄度 を保 つこ とが でき る場 合に は，１ の⑷ 及び ⑸

に定 める 基準 は適 用し なく ても 差し 支え ない こと 。また ，原 水 であ

る海 水又 は温 泉水 の性 状に よっ ては ，１の ⑴か ら⑸ まで ，⑺及 び⑻

に定 める 基準 の一 部を 適用 しな くて も差 し支 えな いこ と。  

 

別表 ３ 施設 の維 持管 理基 準（ 第５ 条関 係）  



１ プー ル水 の管 理  

 ⑴  プ ール 水は ，常に 消毒 を行 うこ と。また ，遊 離残 留 塩素 濃度 がプ

ール 内で 均一 にな るよ う管 理す るこ と。  

 ⑵  浮 遊物 等汚 染物 質を 除去 する こと によ り，プー ル 水を 別表 ２の １

の水 質基 準に 定め る水 質に 保つ こと 。また ，新規 補給 水量 及び 時間

当た り循 環水 量を 常に 把握 する こと 。  

 ⑶  プ ール 水の 温度 は，原則 とし て ２２ ℃以 上と する こと 。ま た，プ

ール 水の 温度 が均 一に なる よう 配慮 する こと 。  

 ⑷  プ ール 水の 水質 検査 は ，遊 離残 留塩 素濃 度に つい ては ，少な くと

も毎 日午 前中 １回 以上 及び 午後 ２回 以上 の測 定（ この うち １回 は，

遊泳 者数 のピ ーク 時に 測定 する こと が望 まし いこ と。)を， 水素 イ

オン 濃度 ，濁 度，過 マン ガン 酸カ リウ ム消 費量 ，大 腸菌 及 び一 般細

菌に つい ては ，毎月 １回 以上 の測 定を ，総ト リハ ロメ タン につ いて

は， 毎年 １回 以上 の測 定(通 年営 業又 は夏 期営 業の プー ルに あっ て

は６ 月か ら９ 月ま での 時期，それ 以 外 の時 期に 営業 する プー ルに あ

って は水 温が 高め の時 期と する こと 。)を 行う こと とし ，こ れら の

測定 は定 期的 に行 うこ と。  

   利 用者 が多 数で ある 場合 等汚 染負 荷量 が大 きい 場合 には ，水 質検

査の 回数 を適 宜増 やす こと 。  

 ⑸  ⑷ の水 質検 査の 結果 が，別表 ２ の１ の基 準に 適合 して いな い場 合

には ，以 下の 措置 を講 ずる こと 。  

  ア 水素 イオ ン濃 度，濁度 ，過 マ ンガ ン酸 カリ ウム 消費 量，一般 細



菌又 は総 トリ ハロ メタ ンが 基準 値に 適合 しな い場 合は ，補水 ，換

水， 循環 ろ過 の改 善そ の他 の方 法に より 速や かに 改善 を図 るこ

と。一般 細 菌及 び総 トリ ハロ メタ ンに つい ては ，特に 塩素 剤の 濃

度の 管理 にも 十分 留意 する こと 。  

  イ 遊離 残留 塩素 濃度 が０ ．４mg/Lを 下回 った 場合 は ，遊 泳を 一時

中止 し，塩 素剤 を追 加す るな どに より 遊離 残留 塩素 濃度 を０ ．４

mg/L以上 とし てか ら遊 泳を 再開 する こと 。  

  ウ 大腸 菌が 検出 され た場 合は ，速や かに 遊離 残留 塩素 濃度 を測 定

し，濃 度が ０．４mg/Lを下 回っ た場 合に はイ の措 置を 講ず るこ と。

また，０．４mg/L以 上で あっ た場 合に は，大 腸 菌の 由来 等 を検 討

し， ろ過 の改 善等 必要 な措 置を 講ず るこ と。  

  エ 二酸 化塩 素を 消毒 に用 いる 場合 のイ 及び ウの 適用 につ いて は，

「塩 素剤」を「二 酸 化塩 素」と，「０．４mg/L」を「 ０．１ mg/L」

と読 み替 える もの とす る。 この 場合 にお いて 二酸 化塩 素濃 度が

０．４mg/Lを超 えた とき 又は 亜塩 素酸 濃度 が１ ．２mg/Lを 超え た

とき は，二 酸化 塩素 の注 入量 の調 整や 補水 等に よっ て速 やか に改

善を 図る こと 。  

 ⑹  水 質検 査の 試料 採水 地点 は，矩 形の プー ルで はプ ール 内の 対角 線

上に おけ るほ ぼ等 間隔 の位 置３ 箇所 以上 の水 面下 ２０cm及び 循環

ろ過 装置 の取 入口 付近 を原 則と する こと。その 他の 形 状 のプ ール で

は， これ に準 じ， プー ルの 形状 に応 じた 適切 な地 点と する こと 。  

 



２ プー ル設 備及 び付 帯設 備の 維持 管理  

 ⑴  プ ール 水の 浄化 を，一度 にプ ー ル水 の全 量を 排水 しそ の後 水を 張

るこ とに より 行う いわ ゆる 入替 え式 プー ルに おい ては ，少な くと も

５日 に１ 回，プー ル 水の 全量 を入 れ替 える こと 。な お，利 用の 状況

等に よっ ては ，こ れよ り短 い期 間ご とに 入れ 替え るよ う努 める こ

と。また，全 換水 時 には ，汚 染物 を換 水 後の プー ルに 移行 させ ない

よう 必ず 清掃 する とと もに ，日 頃か ら藻 の発 生防 止に 努め るこ と。 

 ⑵  １ 年の うち の一 定の 期間 に使 用す るプ ール にお いて は，使用 開始

前及 び使 用終 了後 ，清掃 を行 うと とも に，点 検チ ェッ クシ ート を用

いて 施設 の点 検・ 整備 を確 実に 行う こと 。  

   特 に排(環)水口 につ いて は ，水 を抜 いた 状態 で ，蓋 等が 正常 な位

置に 堅固 に固 定さ れて いる こと ，それ らを 固定 して いる ネジ ，ボル

ト等 に腐 食，変形 ，欠落 ，ゆ るみ 等が ない こと ，配 管の 取り 付け 口

に吸 い込 み防 止金 具等 が取 り付 けら れて いる こと 等を 確認 し，異 常

が発 見さ れた 場合 は直 ちに 設置 管理 者に 報告 する とと もに，プー ル

使用 期間 前に 修理 を施 すこ と。  

   通 年使 用す るプ ール につ いて は ，随 時 ，清 掃及 び 設備 の点 検整 備

を行 うと とも に，必 要に 応じ 水抜 き清 掃を 行う こと 。ま た ，１ 年に

１回 以上 の全 換水 を行 い，水 を抜 い た 状態 で施 設の 点検 を確 実に 行

うこ と。  

   点 検チ ェッ クシ ート は，3 年 以上 保管 する こと 。  

 ⑶  毎 日の プー ル利 用前 後及 び利 用中 の定 時ご とに ，目視 ，触診 及び



打診 によ って 点検 を行 い，特 に排 (環 )水口 の蓋 等が 堅固 に固 定さ れ

てい るこ とを 点検 する こと 。  

   ま た，監視 ，利用 指導 及び 緊急 時の 対応 のた め，監 視員 の適 切な

配置 を行 うと とも に，プ ール 内で 起こ る事 故の 原因 や防 止策 ，事故

が発 生し た場 合の 対応 方法 等に つい て十 分な 知識 を持 って 業務 に

あた らせ るこ と。  

 ⑷  プ ール サイ ド，更 衣室（ ロッ カ ーを 含む。），便所 その 他の 利用

者が 使用 する 設備 は，毎 日１ 回以 上 清 掃す ると とも に随 時点 検を 行

うこ と。  

 ⑸  他 の薬 剤と 混和 しな いよ う，プ ール に使 用す る消 毒剤 を適 切に 管

理す るこ と。また ，使用 する 薬剤 が消 防法（昭 和２ ３年 法 律第 １８

６号 ）及 び労 働安 全 衛生 法（ 昭和 ４７ 年 法律 第５ ７号 ）に 規 定す る

危険 物に 該当 する 場合 は，これ らの 法 律を 遵守 する こと 。なお ，プ

ール 水の 消毒 に液 体塩 素を 用い る場 合は，塩素 ガス の 漏 出等 によ る

危害 を防 止す るた め， 高圧 ガス 取締 法（ 昭和 ２６ 年法 律第 ２０ ４

号），労働 安全 衛生 法等 の関 係法 規を 遵守 し，適 切 に管 理 する こと。 

 ⑹  浄 化設 備は 原則 とし て１ 日中 運転 し，ろ材 の洗 浄 又は 交換 を随 時

行う こと。浄化 設 備 が運 転時 間内 で浄 化の 目的 を達 成で きる 能力 を

有し てお り ，夜 間や むを 得ず 運転 を停 止す る場 合等 にあ って は ，水

質検 査等 を適 宜行 うこ とに より，水 質 の状 況変 化を 詳細 に把 握す る

こと 。循環 ろ過 装置 の出 口の 濁度 の検 査を 行う こと によ り，浄 化設

備が 正常 に稼 動し てい るこ とを 確認 する こと 。消毒 設備 は，少 なく



とも プー ルの 使用 時間 中は 運転 する こと 。  

 ⑺  プ ール 水の 循環 系統 は随 時清 掃し ，常 に清 浄を 保つ こと 。ま た，

新規 補給 水量 を常 に把 握し，新規 補 給 水と 循環 水の 割合 に注 意す る

こと 。オー バー フロ ー水 を再 利用 する 場合 には ，十分 な浄 化及 び消

毒を 行う こと 。  

 ⑻  シ ャワ ー水 に用 いる 洗浄 水に つい ては ，利 用者 の 快適 かつ 効果 的

な洗 浄に 供す るた め，温 水を 使用 する 等，洗 浄水 の温 度を 適温 とす

る措 置を 講ず るこ と。  

 ⑼  プ ール 水 ，シ ャワ ー水 等の 排水 に当 たっ ては ，環境 保全 に十 分配

慮す るこ と。  

 ⑽  屋 内プ ール につ いて は， 屋内 の空 気中 の二 酸化 炭素 の含 有率 が

０．１５ ％を 超え ない こと 。ま た ，２ 月以 内ご とに １回 ，定 期的 に

測定 を行 うこ と 。空 気中 の二 酸化 炭素 の含 有率 の測 定方 法は ，施設

内の 適切 な場 所を 選び ，床上 ７５cm以 上，１ ５０cm以 下の 位置 にお

いて 検知 管方 式に よる 二酸 化炭 素検 定器 又は これ と同 等以 上の 性

能を 有す る測 定器 を用 いて 行う こと 。なお ，施設 の構 造及 び規 模に

応じ て測 定点 を増 やす こと 。また ，基 準に 適合 して いる か否 かの 判

定は ，測定 日に おけ る使 用開 始時 から 中間 時 ，中 間時 から 使用 終了

時の 適切 な２ 時点 にお いて 測定 し， その 平均 値を もっ て行 うこ と。 

 ⑾  消 毒剤 及び 遊離 残留 塩素 濃度 の測 定に 用い る試 薬及 び測 定機 器

等は ，経時 変化 や温 度に よる 影響 など 考慮 して 適切 に管 理し ，その

機能 の維 持等 につ いて も十 分注 意す るこ と。  



 ⑿  プ ール の使 用時 間終 了後 は，直 ちに プー ル設 備及 び付 帯設 備を 点

検し ，衣類 の残 留そ の他 の異 常の 有無 を確 認す ると とも に，人 や動

物が みだ りに 立ち 入ら ない よう な措 置を 講ず るこ と。  

 ⒀  気 泡浴 槽，採 暖槽 等の 設備 その 他の エア ロゾ ルを 発生 させ やす い

設備 又は ，水 温が 比 較的 高め の設 備が ある 場合 は，「循 環 式浴 槽に

おけ るレ ジオ ネラ 症防 止対 策マ ニュ アル 」（ 平成13年9月11日付 け

健衛 発第95号 厚生 労働 省健 康局 生活 衛生 課長 ）等を 参考 にし て ，適

切に 管理 する こと 。  

   そ の設 備の 中の 水に つい て，レ ジオ ネラ 属菌 の検 査を 年１ 回以 上

行い ，レジ オネ ラ属 菌が 検出 され ない こと を確 認す るこ と。レ ジオ

ネラ 属菌 の検 査方 法は，冷却 遠心 濃 縮 法又 はろ 過濃 縮法 のい ずれ か

によ るこ と。  

 


